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設
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鴎
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を
山
山
し
だ
際
線
刊
は
絞
り
お
の
キ
葱
鐙
皇
位
押
熔
骨
組
。
撃
い
本
市
な
大
数

料
相
級
輸
燃
は
骨
格
か
つ
だ
も
の
の
、
援
護
ぢ
の
滅
し
い
紛
れ
は
、
改
め
て
山
地
震
の
恐
ろ
し
ム
火
山
夜
間
期
い
い
様
性
殺
し

だ
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総
務
努
で
は
、
熔
鐙
の
選
後
か
ら
楠
山
氏
係
各
は
鶴
話
に
よ
る
戸
ン
ケ
l
ト
殺
行
い
叫
訴
し
だ
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会
開
酬
は
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こ
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鰐
歯
車
を
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実
怠
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ら
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問
榊
腕
憾
の
Mm総
在
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し
て
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よ
う
。
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よ
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て
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俗
臣
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っ
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扶
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切
吟
ず

る
の
は
時
し
い

L
小
川
む
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火
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ま
せ
λ
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な
地
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い
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え
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九
節
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閣
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火
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た
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円
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ト
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九
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摘
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立
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②
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滋
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あ
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総
震
f
そ
市
山
紬
刊
だ
対
河
口
オ
Q
弓
る
ば
か
り
で
は
閣
の
法

移
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銃
殺
し
っ
か
り
も
務
、
冷
静
吃
行
融
制
緩
。
そ
の
絞
め
に
も
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協
然
防

ω山
口
品
開
を
し
っ
か
り
容
な
つ
け
て
拐
殺
殺
し
よ
う
秒

ン
ケ

i
ト
岱
繕
薬
品
M
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外
M
W
同
地
ぃ
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を
中
心
γ
い
県
内
に
大
き
な

川
町
申
討
を
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と
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L
た
東
方
沖
地
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段
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除

内
で
表
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滋
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山
明
牧
弱
ま
ぞ
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九
し
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内
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総
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内以来
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山
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燦
燦
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ま
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叩
る
よ
う
に
、
ー
ω肢
体
的

4
品H
A
U

ー
か
「
外
へ
級
が
む
し
と
い
「
何
も
で
き

な
か
勺
允
い
と
答
え
て
い
ま
す
n

士山町)

も
っ
I
f

も
危
険
な
ぷ
汁
に
来
び
だ
し
た
い

人
は
日
%
も
句
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判
明
。
前
段
上
の
士
一
韓
蜘
綱
引
等
は
日
腕
酪
者

1¥色

川
川
上
初
柏
市
計
総
止
で
は
、

i
地内抗日山

械
的
取
引
や
地
慾
の
喜
緯
を
抑
制
し
包

乱
開
発
主
!
と
を
求
む
出
口
問
く
ん
内
、
し

地
良
川
引
に
つ
い
ご
泌
お
い
例
会
災
汁
L
い

た
と
え
ば
出
ル
ザ
ザ
~
収
減
で
は
2

0
0
0
m
以
上
約
土
地
を
取
引
し
よ
ー

と
守
る
と
き
は
、
あ
り
か
し
め
知
事
に

お
け
山
山
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
d

し
か
し
、
地
制
止
換
制
心
上
昇
し
て

J

る
間
性
ル
凡
で
は
総
浅
川
同
地
と
し
て
指
定

川
相
場
付
門
家
滅
的
問
を
引
き
下
げ
る
と

必
南
京
に
忠
仁
て
取
引
内
ご
命
的

川
内
一
な
zr
的
権
を
監
視
区
域
に
捻
浴
、

市
街
化
澄
地
で
の
何
物
山
山
対
主
尚
M
m
b
h
3

り
o
o
m
か
り
3
0
0
m
に
山
川
急
ト
け

ま
し
た
h

国
で
し
は
そ
め
'
臨
む
際
問
川
村
出

ぬい払
L

入
金
検
討
、
コ
、
主
ま
し
た
が
、
こ

の
た
口
、
川
崎
附
上
野
卒
民
会
川
同
い
殺
孫
子

中
市
ベ
た
む
刊
訂
町
も
弘
山
氏
反
践
と
し
て

指
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
ん
f
u
問、

市
町
街
乞
一
込
域
め

3
Q
O
M
以
上
め
土
地

収
引
等
に
つ
い
て
ま
、
す
べ
亡
事
前
に

梁
角
川
河
市
町
が
酢
刷
機
区
滋
に

i

J

院
鳩
山
カ
立
燃
と
も
り
ま
す
の
で
)
一
法
方

策
ぶ
何
W
心
郊
に
ω
唱
を
告
し
た
州
地
問
畑
一
日
刊
く
た
w
d
い

騰
は
、
千
件
駄
木
尻
市
で
も
地
棚
上
円
を
も
た
マ
指
定
期
間
昭
和
的
年
2
Hけ
1
け
か

ら
)
地
獄
帯
剣
先
を
始
的
た
限
利
関
部

e

り
悌
年
3
月
訂
付
ま
で

以
降
口
前
向
の
七
日
付
事
合
引
し
ま
し
た
い
マ
蕊
出
対
綾
瀬
繍
汚

οり
山
山
へ
応
出

こ
の
た
灼
山
知
て
は
、
制
町
本
山
叫
ん
及
市
、
市
化
広
域
約
ゐ
〉
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今
年
も
確
定
申
告
の
跨
闘
慨
に
な
り
ま
し
た
。
税
金
は
、
閣
や
媛
、
市
ガ
み
な
さ
ん
の

で

時

糊

掛

か

な

生

浴

な

滋

り

、

税

金

が

い

ろ

い

ろ

な

と

こ
ろ
で
使
わ
れ
て
い
法
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の
圧
し
い
申
告
と
絞
殺
で
明
る
い
ま
ち

づ
く
り
後
し
涼
し
よ
う
。
出
削
仲
一
回
受
信
鶏
鶴
は
双
山
内
村
山
田
〈
火
〉
か
ら
3
R
M
N
g
(
W
〈
〉
ぎ
で

絡
税
務
審
な
ど
〈
3
箇
の
出
茎
口
カ
レ
ン
ダ
i
参
照
〉
で
受
け
侍
け
て
い
ま
す
。
お
早
め

に
提
出
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
あ
綴
い
し
ま
す
。
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課

税

課

i

身
与
え
ま
、
同
ヘ
シ
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が
間
二
号
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一
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f
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J
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;
?
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所
得
に
応
し
で
か
か
る
悦
命
、
と
?
、
え

の
よ
う
な
人
は
、
所
得
税
内
総
山
札
山
中
品
川
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年
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刊
日
山
H
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i
r
句
会
問
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お
れ
ま
で
約
燃

に
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的
続
的
問
訟
に
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ま
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直
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i
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の
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得
金
銭
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ま
た
は
総
長

泊

7
9
一
そ
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じ
日
付
浴
す
る
所
得
両
市
内
務

山
川
鱗
機
所
得
や
不
動
議
一
附
樽
な
ど
が

島
る
人
的
機
合

阿

m
知
山
町
年
中
の
お
陣
内
所
得
量
制
倒
的

合
計
組
か
L
円
、
配
偶
者
控
除
‘
扶
益
段

昨
郎
、
“
日
告
吋
町
時
抗
除
、
そ
の
他
的
叶
得
控
除

を
差
し
引
き
、
そ
の
金
訴
を
基
に
し
て

汁
持
出
し
た
税
制
削
カ
、
配
力
控
除
綴
よ
り

中
也
け
か
河
川
d
?
で
あ
っ
心
ハ
ツ
、

開
浪
内
に
中
比
け
い
U
よ
ひ
地
一
絞
か
与
れ
な

、
も
守
一
ー
ヱ
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見
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m
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日
常
叫
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さ
れ
ま
す

ご
確
定
申
告
が
必
婆
な
人

も
ち
ろ
ん
、
私
も
行
き
ま
す
。

も
多
い
人
心

知
給
与
税
擦
が
あ
る
人
的
機
合

れ
が
的
年
中
的
給
与
収
入
念
愉
ふ
ぺ

ー
ら
0
0
M
m
門
主
判
明
え
る
人

会
給
与
円
以
外
的
一
向
山
間
か
肌
刀
内
全

総
え
る
人

山
命
治
包
d

が
2
か
所
以
上
あ
る
人
て

従
た
る
冷
与
の
収
入
金
闘
と
拾

う
一
昨
吊
円
以
外
児
所
得
の
合
計
拍

カ
部
万
開
門
を
怒
之
る
人

帰
国
間
族
会
役
の
役
目
関
で
‘
"
で
的
法
人

か
ら
柑
H
U
持
品
時
副
利
子
、
不
動
産
資
費
料
令

品
河
川
り
て
い
る
人

判
明
み
な
し
識
人
終
掛
金
銭
掛
L
K
人

中
間
予
骨
組
納
税
総
め
あ
る
人

磁
波
出
申
告
櫛
憾
と
帥
納
付
畿
は

山
税
務
審
か
ら
送
ら
れ
た
用
紙
告

知
山
崎
問
答
か
ら
活
宮
内
れ
た
申
告
書
や
納

付
A
H
に
は
‘
住
所
、
氏
名
町
江
か
笠
理

昏
号
な
Y
、
事
務
的
立
閣
情
上
必
禁
な
事
情
引

(
不
動
産

売
災
を
裁
と
す
る
も
の
の
帆
売
用
の

土
没
後
約
を
除
〈
)
を
品
注
し
た
山
崎

告
は
、
議
波
紋
九
カ
ら
取
得
時
左
端

誌
に
開
げ
し
て
支
払
「
た
A
H
山
川
を
蕊
し

山
引
い
た
点
線
利
益
(
譲
渡
所
得
-
ぷ
吋

し
て
所
得
m
m
か
か
か
り
ま

r

議
技
術
情
聞
は
、
そ
め
淡
被
災
機
内

命
官
鵡
滅
的
後
…
開
に
よ
り
絞
附
例
議
校

所
得
と
い
開
制
矧
ぷ
縦
術
移
と
に
分
け
り

い
札
、
校
女
約
バ
蕊
万
淡
D
異
な
リ
ま

併
設
奴
譲
渡
一
敗
簿
と

話
相
間
開
議
議
所
得

r
k
燃
は
‘
議
疫
の
あ
っ
た
年
目
1

H
円
2
5
に
お
い
て
苅
令
期
間
同
が
印

年
を
喧
え
る
土
鴻
や
議
衿
を
九
九
た

場
介
で
す
=
た
ど
上
、
土
山
み
に
つ
い

て
コ
幻
和
位
q
M
H
け
l
u
か
り
出 か

ら
の
お
穎
い

年
a
u
け
札
口
u
ま
て
め
問
問
て
、
議
定
の
た

っ
た
与
の
1
月
1
2
ロ
に
お
い
て
所
有
問
問

附
J
4
5
年
を
越
え
る
場
合
て
す
一
)
れ

以
外
的
議
認
カ
、
川
町
抑
制
議
守
紘
一
昨
制
刊
で
十

E
m
問
H
m
か
鵠
f
や
え
バ
w
h
u
ど
付
枠
制
叫
め

間
的
て
な
い
ニ
r

一
や
H
J
甘
か
れ
は
ま
合

¥
仕
?
た
日
カ
勺
3
年
十
一
一
h
f
一
討
を
ム
パ

む
年
内
日
月
日
日
ま
て
に
或
謹
す
る
こ

と
カ
条
件
と
な
二
」
い
ま
す
Q

ま
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を
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滅
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蒔
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付
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叶
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潟
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叫
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陪
r
J

カ
あ
っ
た
と
き
、
次
的
姿
M
H
に
あ
て
は

ま
れ
は
基
山
町
時
代
除
の
刷
万
円
め
は
L

刀

仁
設
h
!
日
1
り
0
0
万
円
ま
で
的
配
判
長

絞
殺
e
f
d
受
円

h
れ
ま
す

必
そ
内
夫
続
的
婚
制
則
問
か
小
山
年
U
J

ま
で
に
、
騎
打
J
J
y
d
け
ゅ
ん

土
城
学
援
に
災
海
仁
居
住
し
、
そ
の
後

も
山
引
き
続
い
て
臨
伯
仲
陀
ず
る
見
込
み
て
あ

る
こ
と
。

す
一
の
A
d
柱
ふ
」
L
、
そ
円
説
詑
え
み
}
た
年

ま
た
は
ぶ
ん
は
の
作
干
の
前
年
中
L
a
〕
く
は

認
は
の
ん
待
の
い
L

年
中
に
自
泣
か
い
川
か
ど

日
生
と
そ
の
れ
地
主
取
伊
し
た
刊
吋
ん
ど
は

3
υ
o
υ
汀
川
将
別
段
除
。
之
内
在
附
仏
い
い

、

トふれ
υ
J

畑
山
…
叫
開
門
小
川
i
札
れ
ぬ
も
ザ
ふ
て
ぶ
付
い
な
け

れ
は
主
け
ま
け
ち
ん
ね
a
E
F
所
得
が
れ
の

い
々
は
仰
い
弘
前
収
票
カ
記
官
て
す

主
お
、
こ
れ
ム
の
特
別
枠
除
や
同

作
用
財
産
の
覧
、
民
え
の
特
例
的
品
川
品

i
A
了一一

L
P
E
、

i
i氏
、
}
訟
は

汚
を
ヨ
八
円
ノ
一
s
ん
ぶ
り
を
耳
μ
ド引い矧，

ヂム
5
1
設
;
主
主
T
3
」
ま
せ
に
ハ
一

J
5
0
4た
E

J

5

6

4

4

そ

バ
し
く
は
、

い
で
3
分
与
前
市
ち
ょ

一
万
幻
結
う
川
幽
時
ふ
れ
4

にυ
て
除
L
て
如
何
制
ヰ
…

出
仁
、
そ
の
品
川
派
ゃ
に
河
川
L
ご
約
九
間
同

を
持
出
す
る
た
式
に
よ
H
暗
与
悦
州

主
計
円
H
7
る
竹
村
町
内
全
正
汁
る
一
一
〆
一
カ
て

お
日
比
四
円
芸
作
訟
は
ザ
J
t
に
斗
ヲ
さ
ま
?
た
N
1
6
3
}
、
九
州
年
刊
い
け
れ
川
口
ま

し
か
を
け
ん
れ
ま
せ
ん
ま
た
病
人
ソ
お
刊
し
に
M
M
L
?
を
待
受
け
た
ち
め
に
m
m
り
↑
王
3

小
山
中
れ
を
し
て
与
ゐ
定
司
書
問
4
ふ
川
N

g

り
り
わ
J
同
一
三
て

し

与

け

れ

ば

ヰ

り

ま

u

?

J

A

L

〈

は

、

桜時間
W
W
引
~
前
崎
山
内
ぷ
門
へ
お
吋
わ
く
れ
ん

趨

仲
院
岱

M
m
棋
開
同
榔
問
念
の
脳
贈
与
の
特
例

再
や
M
M
父
母
か
ら
什
比
七
夜
告
の
贈

与
を
歪
汁
た
!
と
き
は
、
止
の
安
川
け
に
あ

て
辻
之
社
之
、
5
り
け
り
川
け
ま
ご
刀
部

を
日
間
い
れ
い
問
中
小
怒
め
梓
刊
誌
ま
た
は
取
引
に

ち
ζ

て
、
そ
め
(
ふ
原
六
九
印
山
花
す
み
二
L
H

h
F
l
b
M
U
鋭
部
支
容
は
市
中
出
口
耐
力
削

H
は
上
2
リ

0
間
以
ー
で
あ
る
こ

E

一
心
一
そ
の
袷
ち
前
5
年
以
内
に
お
い
て

貯
与
を
2
4
汁
た
人
支
た
は
そ
何
日
間
括

主
h
-
L
W泳
三
宗
宗
一
…
討
伐
し

い
な
い



総726'滋

寸
柏税務署で

受け付けしてい

務 vre 

還特の棒定申告怯

すでじ

4
0
閉
山
同
日
告
℃
お
知
ら
せ
済
み
で
す
か
、
ザ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
は
客

機
議
捜
仲
聞
や
雑
損
抽
出
除
芯
ど
、
相
時
策
調
整
で
抽
出
除
が
で
き
ま
せ
ん
。
選

定
申
告
に
よ
っ
て
淑
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
こ
と
仁

恕
り
ま
す
。
す
で
に
、
柏
税
務
署
で
選
結
申
告
を
受
け
信
げ
て
い
ま
す

の
で
、
間
十
め

C
申
告
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
駁
い
し
ま
す
。

役宅取得韓務主主捨

ろ喜怒入品 12itTi 
ヲもな完全 i主窪生
去のど震のそよ約f¥
主主的建 Z若年訟の手
続与特許未得主
票しの書後交芯

?至高~連
絡請ミ李仁枝
グ〉負設係今、
わ寄靖る
か約書翁

な
お
、
院
事
時
同
持
除
な
と
の
還
付
申

ベ
口
を
す
る
と
き
に
必
要
な
さ
掃
は
ト
表

の
と
お
り
で
す
内

必
付
の
時
正
申
は
け
は
、
下
十
釘
の
中
行
山
・
中
ほ
け
に
は
，
必
す
印
法
を
二
片
付
事

々
し
ノ
タ
以
前
以
怯
て

ι、
伯
悦
く
だ
さ
い

日
百
持
て
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
巾
お

叫山同一
2
円
い
印
日
ー
カ
3
3
月
日

H
ま
て
一

に
な
H

ま
?
と
、
ト
八
変
H
t
推
し
ま
す
円

一
一
¥
什
十
円
に
山
中
守
主
A
ま
ぜ
て
く
た
さ

選
付
申
告
は

柏
税
務
署
で

還
付
金
の
受
取
方
法

銀
打
眠
払
込
と
郵
便
リ
旬
て
受
け
取
ゐ
方

法
か
あ
り
ま
す
わ
り
か

L
内
、
仮
み

先
銀
行
的
名
称
筑
全
日
開
問
お
よ
U

口
版
協
守
、
ま
た
は
後
寄
り
的
軒
阿
山
川
切

れ
そ
総
べ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
だ
た

し
、
恨
み
の
均
九
日
は
、
申
狩
お
お
似
の

日
岐
に
限
り
ま
す
L

怨
市
議
長
税
指
申
告
が
必
閣
官
な
人

品
切
号
所
得
た
け
の
人
て
、
刷
間
務
た
か

ら
市
役
所
に
山
総
寺
支
払
制
笠
n
斉
が
議
出
向

さ
れ
る
人
や
所
得
絞
め
日
維
持
点
申
告
告

す
る
人
は
必
殺
あ
り
ま
せ
ん
包

ト
申
態
以
内
絞
め
申
告
を
?
る
人
し
と
は
次

に
仏
政
当
?
る
人
を
い
い
ま
?
。

mw昭
和
的
制
部
1
Hけ
i
5
議
長
持
間
同
知
子

治
に
絞
什
は
し
、
間
的
結
将
年
中
に
品
柿
閉
め

?
t
'
:

、

4
p
nわ
ふ

u
e
d
♂
ス
ス

令
治
内
に
限
内
役
は
し
ご
い
な
い
が
、

綴
和
出
年
3
同月
3
筏
絞
殺
伐
料
相

τ出
に

裟
ふ
脱
税
や
繁
務
所
あ
る
い
は
ゑ
Mm品慨を

持
勺
て
い
ゐ
人

mw勤
務
先
か
ら
南
湖
町
災
総
カ
一
点
し
れ

か
れ
な
い
入
、
ま
た
は

品川M
治
州
地
出
さ
札
な
い
へ

ま
允
所
得
的
有
拝
の
隊
認
‘
ま
た
非
議

税
一
社
明
準
内
発
行
、

Mm
民
総
機
保
険
制
町

内
貸
料
な
と
に
む
必
摂
と
な
り
ま
す
の

で
ぜ
V
申
告
を
お
潤
い
し
ま
す
。

申
告
設
は
、
別
減
鄭
沿
い
た
し
ま
す

(
山
給
与
叫
符
需
品
¥
給
古
川
以
外
出
所
が
、
窃
か
な
い
人
は
、
申
告
会
場
へ
わ
仲

間
内
が
あ
る
人
ま
た
は
2
か
所
以
上
か
組
い
に
な
る
か
、
必
議
な
ま
ず
深
川
肌
深

い
り
お
与
的
主
払
い
b
必

受

け

て

い

る

人

:

LV
所
持
続
、
と
黙
な
り
年
来
斜
計
収
句
…
れ

た
払
村
守
以
外
的
…
納
得
が
如
万
円
以
下
的

人
で
も
申
告
し
な
げ
れ
ば
な

必
ず
所
得
同

税金が安くなります

円

F

お
川
弘
山
巾
仇
ど
以
、

M
m
m似
人
や
げ

が
と
栓
版
波
に
一
つ
け
、
ぞ
内
総
川
川
に

ノ

、

:
:
t
e
f
z
d
L有
一

irh

，
L
て
H
“
ド
均
仰
い
ぺ
れ
お
さ
な
"
v
h

-
N臥
的
中
川
門
会
て
巾
行
す
る
制
改

て
f

ζ
的
ぃ
門
仰
い
申
告
身
長
線
山
山
?
る
…
の
ほ
か
L
欠
開
会
問
機
越
符
絞
や

人
に
は
、
如
何
合
的
向
で
い
ろ
い
ろ
な
持
出
町
駅
間
し
送
付
的
特
典
か
わ
け
受
寸
b

詩

叫
が
公
け
ら
れ
ま
十
作
山
間
約
十
点
な
も
[
く
は
、
泊
川
町
務
状
刊
を
た
は
我
孫
子
市

内

は

次

削

減

り

で

す

商

工

脅

貯

{

飽

)
3
1
3
3
¥

f~'J:J.fîli ・t1i圭ても壬け付けて\.ます U
、 jn~it状況によ"正司または'Fì圭 4 時以符 ct
c r宇くださ、、

563 



(4) 1988， 2， 1 あ U こ

事
轟
轟
盤
解

こ
の
間
に
載
せ
る
写
真
を
募

集
し
ま
す
広
テ
ー
マ
は
「
私
の

好
き
な
こ
の
唱
所
、
こ
の
風
景
い

時窃窃
布潮市

佐笠唇
骨罫岩
館館館

笠~乞~乞~
~~~ 

89 87 84 

1 3 1 
301  
1 5 1 
1 5 0 

@
譲
り
ま
す
@

wv
無
料
で
*
ン
/
ク
ル
ヘ
ノ
ト
ハ
付

時
百
一

H
)
的

4
5
2
〉
*
r
r
供
用
ヘ
ノ

ロ
吉
一
、

1
1
十
字

F
F
L
L
γ

氏一

l
h舟
笠

8
一
7
1
1
;
、

町市一

V
有
料
で
*
子
供
用
自
転
車
ー
ド
町
村
J

一
析
同
〈
岡
田
町
(
出
J
2
1
U
0
3
〉
本
行

別
紙
に
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
山
由
影
年
月
、
埼
所
、
ひ

と
言
を
明
記
し
、
我
孫
子
8

5
8
市
役
所
広
報
広
聴
諜
へ
ど

う
ぞ
。
(
薄
謝
進
呈
)

図書館 ¥1;自立WII笥

4; 自fi 2月l日1111
ト一一一一一

-IH1(11) fi.動

iMJ~t台 2月15日(月)
ト一一一一一

-28日(11)Iii i主

油
ス
}

l
フ
町
内
a
か
け
時
計
J
折口問

ハ
持
本
宮
(
叫
)
2
5
6
8
〉

@
議
っ
て
く
だ
さ
い
@

*
京
料
品
、
零
厄
用
品
〈
事
羽
E
(
肝
)

1
り

6
1〉

V
申
し
込
み
各
申
品
先
へ
直
接
屯
話

訟場

タペ

ぽムの好き怠風景〉 古利根，胡岸=板橋一好(中峠)

「この素晴ら Lい自然は、決して失ってはなりませんJ

窃

。
2月21日(日)
市民会館内んな素敵な高齢者

お

は

怠

し

会

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
」

木
枯
ら
し
の
あ
と
の
筑
波
の
く
勺
さ
り
と
一

A
せ

~

i

中

沢

京

r
一

ρo

b

炉

、

二

i
D

:

回

嘩

ぬ

奥

戸

片

的

血

ん

の

人

ニ

土

寒

持

説

問

八

f
子
一

開
ザ
~
溺
調
融
4

惨
引
け
初
中
↓
や
さ
ら
さ
h
さ
h
と
大
出
よ
り
山
崎
詩

h
趨
医
¥
人
一
d
E
噂
磁
問
、
白
隠
磁
餓
凶

-
i
A

，

-4
日

64@守i「11、「
「
「
」
「
!
伊
亡
仁
引
す
同

E“草ヴ急言i記草E茸警雪ム台U
に
祇
の
主
降
句
与
せ
昨
苦
h存
谷
干
幸鶴幸子

，
H
を
日
出
む
る
茶
の
化
向
日
は
枇
カ
れ
す
に
山
口
素
民

同

指

肌

汗

は

み

て

金

り

つ

く

公

子

苧

間

芭

夫

婦

時

間

に

通

い

し

交

益

者

古

代

勉

上
工
等
の
ほ
り
仕
度
千
百
脚
仲
ふ
野
U

こ
う

お
た
や
か
に
朝
日
さ
ず
庭
初
雀
刻
一
戸
む
め

は
ら
か
ら
の
克
明
集
い
し
松
の
内
海
老
原
千
代

f

玄
関
に
邸
ト
に
避
宰
の
黙
止
れ
岡
田
内
ム
川

相
色
町
花
u
n
つ
け
た
る
牡
丹
同
本
布
し
け
け
れ
は
高
一

を

着

せ

た

り

新

川

畑

孝

女

一

晩
伏
の
泊
静
か
な
り
均
錐
昨
亡
き
を
と
じ
り
つ
阿

1
一

三

年

忌

大

作

栄

一

一

祝
宴
も
指
輪
も
な
し
に
契
り
し
て
H
十
や
じ
度
日
の
年
一

ほ

か

む

と

す

対

上

由

起

子

一

せ
ん
と
ん
町
葉
町
散
り
特
へ
し
怯
の
問
に
ま
ゆ
月
か
一

か

り

て

夜

中

十

冴

え

か

へ

る

民

理

吏

H

一

子
氏
沼
町
よ
ご
れ
し
本
に
冬
烏
の
渡
り
来
る
故
い
ま
一

は

少

な

き

横

川

H
U
ヂ

佐
川
叫
の
ひ
な
ひ
し
駅
に
降
り
立
ち
ぬ
つ
め
た
き
問
に
一

終

車

消

え

行

く

小

出

札

f

冬
営
に
お
は
き
向
花
山
茶
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友
町
名
前
に
料
掠
引
き
少
な
き
致
内
災

状

書

き

初

も

町

崎

久

子

ひ
た
走
る
列
車
は
遠
く
お
き
日
の
わ
か
故
郷
に
帰
り

ゆ

く

な

り

三

谷

和

夫

院
か
さ
波
山
刊
戸
町
一
J

ち
て
休
日
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千

鶴
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ん
1

年
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3
凶
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的
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視
と
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円
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山
I

れ

あ
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教
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冬
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笠
庄
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h
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ま
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冬
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ほ
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は
り
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通
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て
も
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と
も
単
空
カ
き
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な
季
節
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全
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に
あ
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見
る
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で
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、

冬
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あ
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オ
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/
庄
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は
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な
日
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円
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し
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さ
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母
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ん
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お
子

さ
ん
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一
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4
H
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仲
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時
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「
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佐
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サ
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齢
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佐
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催
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光
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仲
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友
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介
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と
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迎
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迎
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検
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迎
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葉
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述
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湖
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受
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。
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を
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介
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縦
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縫
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台
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鶴

湾
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掲
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丈主、たよりは時さんカつくるコ

十一て 1一 対¥VJ日It-flijJ 15日(必着)
1 人 11ドてノ、ヵキに ~H 1)ます

応募先 fx孫子185S，1i役所広報JL聴謀

警義務審響(~醐~)鍾関"闘墾(=~)
曜日 I日ステ-:/3ン名 場 所 時間(午後)

峠 中峠亀田正公国 11 :30-2 : 10 

日司 1訂ゴ耳石芯玄五頁瓦1日ヨ0-2 :50 
新木野新木 童公団 13:10-4:00

I天王台 天王台東 童公園 2:00-2:50 

同市百百石百石 4'l'王子育「百五F王函

19比三旦主翌型但3与は旦-2 :45 
- 〆 」野 守4ヨヒンダセータ一長 3 :00-4 :00 

水 124嘩日，"fJ'1~~青U':"'hîÍi I::朋~2 :45 
|日布佐平和古 布佐南近時センター 13 :00-4:00 

|白 山三芋電機社宅入口 11 :40-2 :20 

25並 木九百京具駐車埼 12:30-3・00
古 田古田池尻公園~ :1.0-4 帥

担戸中鈴木，;， /:'う面前i! 1 :40-2 :10 
26汁貫 戸 しストラ〆ときこ 2:20-2:50 

iぺ ν 野 東吉シヨ 'ëノグセンタ~ 1 3 :00-4 :00 

水

木

金

木

金
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を
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仏
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械
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梢
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司
老
人
ク
一
ア
ブ
主
総

mzdしき
付
」
の
耳
な
殺
害
支
主
主
総
宇
一
郎
を
も
っ
可
舟

5
5主
て
、

1
干
の
財
産
は
そ
去
く
は
一

2
?で
言
受
浪
速
設
以
内
問
、
木
村
山
一
言
生
き
る
二
三

台
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ぶ
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伐
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翌
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茶
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滋
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変
だ
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を
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な
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